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業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績の動向等を踏まえ、平成15年 5月15日の決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり修正し
ます。

記

1． ( 平成15年 4月 1日 ～ 平成15年 9月30日 )16年 3月期中間業績予想数値の修正
（単位：百万円、％）

売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益
前回発表予想（A）

（             発表）       12,400         380         200平成15年 5月15日

      11,500         160          90今回修正予想（B）

        △ 900         △ 220        △ 110増減額（B-A）

    △ 7.3    △ 57.9    △ 55.0増減率

      12,650         275         159前期(平成15年 3月期中間)実績

2． ( 平成15年 4月 1日 ～ 平成15年 9月30日 )16年 3月期中間連結業績予想数値の修正
（単位：百万円、％）

売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益
前回発表予想（A）

（             発表）       18,800         730         380平成15年 5月15日

      17,400         250         130今回修正予想（B）

      △ 1,400        △ 480        △ 250増減額（B-A）

    △ 7.4    △ 65.8    △ 65.8増減率

      18,619         730         376前期(平成15年 3月期中間)実績

( 平成15年 4月 1日 ～ 平成16年 3月31日 )3．16年 3月期通期業績予想数値の修正
（単位：百万円、％）

売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益
前回発表予想（A）

（             発表）
      25,500         800         400

平成15年 5月15日

      23,800         620         350今回修正予想（B）

      △ 1,700        △ 180         △ 50増減額（B-A）

    △ 6.7    △ 22.5    △ 12.5増減率

      25,377         795         320前期(平成15年 3月期)実績

(参考)1株当たり予想当期純利益(通期)          22円22銭



4．16年 3月期連結業績予想数値の修正（ 平成15年 4月 1日 ～ 平成16年 3月31日 )
（単位：百万円、％）

売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益

（              発表）
前回発表予想（A）       37,600       1,550         730平成 15年 5月15日

      35,500         920         500今回修正予想（B）

      △ 2,100        △ 630        △ 230増減額（B-A）

    △ 5.6    △ 40.6    △ 31.5増減率

      37,538       1,542         650前期(平成 15年 3月期)実績

(参考)1株当たり予想当期純利益(通期)          31円74銭

5．理 由

[修正理由]
  売上高につきまして、樹脂コンパウンド部門では、自動車、ＯＡ機器用の機能性樹脂コンパウン
ドや包材用コンパウンドは概ね順調に推移しておりますが、一部販売価格の下落などにより減少す
ることが予想されます。樹脂用着色剤部門および加工カラー部門では、日用品関連が伸びているも
のの家電ユーザーの海外生産移管や住宅着工件数の落ち込みなどの影響により減少の見込みです。
この結果、個別、連結とも売上高は前回発表予想を若干下回る見込みです。経常利益、当期利益に
つきましては、売上高の減少により前回発表いたしました業績予想を下回る見込みです。

[業績等の予想に関する注意事項]
  上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報および将来の業績に影響を与える不
確実な要因に係る本資料発表日における仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要
因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

以  上


